
議会報告会 記録（概要）報告書（民生教育１班） 

開催日時 令和７年１１月２０日(木) 午１時２５分～２時１５分 

開催場所 

 

藤原中学校 

班  員 
亀井崇幸 
(班長) 

斎藤久幸 
(副班長) 

福田悦子 齊藤正三 

学校・クラス・人数 

 

３年１組 ２２名 

議会報告会の内容 
１．説明（議会報告会の趣旨、議会の役割） ２．グループワーク ３．グループ

ごとの発表 ４．議員からのまとめ（総評） 

 

生徒からの質疑・意見・課題など 
 

報告会の中で出た解決方法など 

・世界遺産と温泉を組入れた、観光周遊コースを

作ってはどうか。 

・温泉の効能調査を行い、入浴剤を開発し、ふるさ

と納税の返礼品にしてはどうか。 

・公共交通が、大変不便である。 

・廃墟を一日も早く解決すべきでないか。 

・魅力のある観光パンフレットを作成すべき。 

・働く場所が少ない。 

鬼怒川地区に住む中学生が多

いことから、温泉施設を活用し

た観光戦略をしっかり考えてい

て、感心した。 

また、入浴剤の活用について

は、早期に開発を進め、商品化

することにより、一層、鬼怒川温

泉の魅力を増大させることがで

きると思った。 

その他、いろいろな意見がでた

が、どれも早期に解決を図る必

要がある問題だと思う。 

【班としての総括・今後の方向性】 

 今回の中学生との意見交換を通じ、中学生が、政治や議会・行政を知るとてもよい

機会になった。さらに、私たち議員が、これからの日光市を担う若者の意見を聞くこと

で、議員は、これから市に対しての施策提案のヒントを得ることができ、双方の学び

となり大変、有意義な時間であった。今後も若い世代との意見交換を実施し、若者な

らではの斬新な意見を得る必要があると感じた。 

 

 

広報広聴委員長 様 

       上記のとおり報告いたします。 

                        令和８年２月５日 

                                  班長 亀井 崇幸 




